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ABSTRACT ：The　objective 　ofthis 　study 　is　to　clarifシthe　effect　of 　the　sea　breeze　bloWing　on 　Horikawa

canal 　on 　the ロ ban　climate 　in　Nagoya．　ln　surnrner 　of2004
，
　air　te卿 e職 。

，
　h   助 ，

輌 n岫 ec 廿on

and 　ve1   ity　were 　meas 肛 ed 　at　10fixcd　observation 　poi11韜 along 　Horikawa　canaLOn 　July　23　and 　26
，

the　sea 　breeze　was 　observed 　along 　Horikawa　canal　up 　to　9   丘om 　the　sea 　Two 　kinds　ofblowillg −up

sea　breeze　were 　observed ．　On 　July　23
，
it　takes　about 　40r　5110urs　that　tbe　sea　breeze　blew　up 　to　north

ofNagoya ．　On 　July　26
，
　it　takes包bout　2　hours　that　the　sea 　breeze　blew　up 　to　the　center 　ofthe 　citメ Each

breeze　shows 　the （lifferent　effect　of 　the　sea　breeze　on 　the　heat　island　in　Nagoya．

1．は じめ に

　近年、都市にお ける ヒ
ー

トアイ ラ ン ドが深刻化

し て き て い る 。 そ し て 、そ の 解決策の
一

つ と し て
、

河川の 「風の 道」 と して の 働 きと、河川 を遡上す

る海風 が市街地に海上 の 冷涼な空気を もた らす こ

とに よる都市暑熱環境緩和効果 （以下 「海風の 都

市暑熱環境緩和効果 」 とい う。）が着 目され て き て

お り 、 河川 を対象 と した実測調査 1）
一一5 ｝ が各地 で

行われて きて い る。著者 ら 6）〜9）
は 10年前か ら名

古屋市の 各河川 を対象 とした 実測調査を行 っ て き

てお り、名古屋市にお ける河川の 「風の 道」 とし

て の 働 きと、河川を遡上 する海風が都市熱環境形

成に及 ぼす影 響に つ い て 、それ らの 実態 を明 らか

に し て きた。
一

般に 、気候観測調査 で は 同時多点

観測を行 うの が理 想で ある と考え られ るが 、広域

的な気候環境の 把 握 を目的 とす る調査 で は、測定

機器や測定者数 の 問題 か ら自動車や徒歩等 による

移動観測 を行 っ て い る場合が多 い 。そ こ で本 研 究

で は 、名古屋市 の 堀川 を遡上する 海風 の 実態 を定

点観測 に よっ てよ り詳細に把握する こ とを目的 と

して 、 夏季 に気候観測を行 っ た 。

2．観 測概 要

　観測 日時を表 1 に 、 観測対象地 域及 び 観測点を

図 1 に示 す 。 観測対象河川 は名古屋市中心部を流

域 の
一部 とす る堀川 と し、2004年 の 夏季に 4 日間

観測 を行 っ た 。 堀川上 に 10か所の 定点 を設け、9

時か ら 19時まで 15 分間隔で観測 を行 っ た。全観

測点 におい て、ア ス マ ン通風乾湿計を用い て気温

及び 湿度 を、ビ ラム 式風 向風速計を用い て風 向及

び風速を観測 した。観測点 1及び 3 にお い て、日

射計 を用 い て全天 日射量 を観測 した。観測 点 1 ，3

，4 ，6 ，7t9 及び 10 に お い て 、放射温 度計を用

い て水表面温 度及び地表面温 度を観測 した。ただ

し、7 月 23 日 の 観測で は、観測点 8 及び 9 の 2 点

を 1組の 観測者が 30分 ごとに移動 し て観測を行 っ

た。す なわ ち、毎 時 0分 と 45 分 には観測 点 8 で 、

毎時 15分 と 30 分に は 観測点 9 で 観測 を行 っ た 。
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3．観測 日 の 気 象概況

　7月 23 日 は 、午前中は 曇 りが ち で あ っ たが、11時頃

か ら午後にか け て は晴天 で あ っ た。7 月 26日は
一

日を

通 して曇 りが ちな天候 で あ り、15時頃以降は 日射量 が

特に少なか っ た 。 7月 28 日は 、 目中は晴天 で あ っ た が

15時頃か ら雲が増 え始 め、17 時頃か ら曇 りになっ た。

7月 30 日は
一

日を通 し て 曇 りが ちで あ り、10時頃と 16

時 30分頃には小 雨 が降っ た 。 なお 、台風 10号が、7H

28 日には 八 丈島の南東海上 にお い て 、7月 30 日 に は 東

海地域 の南海上 にお い て ゆっ くりと した速 さで西進 し

て い た 。

Tablel　Observation　days　and　time

Observation　Days Observation　Tiines

July　23，2004

July　26，2004

July　28，2004

July　30，
2004

9 ：00〜19；00

9 ；00〜19：00

9 ：00・》19：00

9 ：00〜19：00

4 ．結果及 び 考 察

　全観測 日 にお ける全 観測点で の 風 向風速の 観測結果

を図 2 に示す。7 月 23 日及び 26 日には、海風 と考え ら

れる南よ りの風の 発達が 日中か ら夕方にかけて観測 さ

れ た 。 7 月 28 日及 び 30 日 に は 16時頃か ら南か ら南東

よ りの 風 が観測 され た。昼 間に海風 が発達 した 日の 一

例 と して 、7 月 23 日 の各観測点 にお け る気温 及び 日射

量 の 観測結果 を図 3 に示す。12時頃か ら17時頃 の 気温

変動を み る と、観測点 1 ，2 ，3 で は 12時以降に気 温 の

低下が認 め られ る。観測点 4
，
5

，
6 で は 12時以 降の 気

温 上昇が抑え られ、観測点 5 では気温変動がみ られ る

も の の 、12時頃 か ら17時頃 ま で ほ ぼ
一

定の 気温 で 推移

し て い る ， これは都心部 よ り低温な海風の移流に よ り

都市の 暑熱環境 を緩和 して い る効果 と して気温変動に
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現れ て い る と考え られ る。そ して 、そ の 効果は河

口 に近い 観測点で よ り強 く現れ る こ とが示 された。

また 、観測点 5 及び 7 は他の 観測点に比 べ 気温が

高 い
。

こ れ は 、 観測点 7 が 名古屋 市都心 部 （伏見）

に、観測点 5 が名古屋市副都心部 （金 山）に位置

するた め 、 周 辺 の 都市 と して の 集積度 の 環境へ の

影響が気温 に現れて い る もの と考 えられる。

　次に、海風遡上の 様子 をよ り視覚的に把握す る

こ とを試み る 。 風向が南西〜南〜南東の 観測結果

か ら 、 風速 2m／s 以上及 び風速 lmls以上 2mfs未満

の もの を抽出 し、濃淡で示 した結果を表 2 に示す。

表 2 か ら、 7 月 23 日 は 9 時 30 分頃に海風が遡上

し始 め、　14時頃 に最 も上流の観測点 10に まで海風

が遡上 した もの と推察 され る。 7 月 26 日は 10時

頃 か ら海風 が 遡 上 し始め
、
11時 45分頃に観測点 8

ま で海風が遡上 し、その 後 14時 45分頃に観測点

9 まで海風 が遡 上 した も の と推察され る 。 すな わ

ち、今回の観測で は 、 1） 4 〜 5 時間か けて名古

屋市北部ま で 海風 が遡上す る場 合 （ケース 1 ）と 、

2 ）約 2 時間程度で名古屋市都心部まで遡上す る

場合 （ケ
ー

ス 2 ）の 2 つ の海風遡上 パ ターン が認

め られ た。また 、海風 がすで に到達 した と考え ら

れ る時間帯で も海風が明確に観測 されて い ない 時

間帯 も認め られる。こ れは 、堀川 の 川 幅が中流か

ら上 流 にか けた市街地 中心部 で は約 17〜20m と比

較的狭 く、建物の 建て 込み 具合 も変化す るた め で

あ ると考え られる。観測点 5 及び 7 で はそれよ り

上流 の 観測点 よ りも風 速が 弱 くな る こ とが多い
。

これ は、前述の 都市構造が影響 して い る もの と考

え られ る。オ
ープ ン 空間 を設 けた り、沿道 の 緑化

をす る等 、 河川周辺 を 「風の 道」 と して 整備す る

こ とに よ り 、 名古屋 市都心部へ 海風 を導く こ とが

で きる可能性が高い こ とが示唆 された。

　 7月 23日及び 26 日にお ける 、 観測点 1か ら の

距離 と気温 及び風速 の 関係を図 4 及び 図 5 にそれ

ぞれ 示 す。 7 月 23日 （ケー
ス 1 ： 図 4 ）では 、海

風 が上 流ま で 遡上 した と考え られ る 14時に は、海

か らの 距離が遠 くなるほ ど気温 が上昇す る傾向が

認 め られ る 。 こ れ に対 し 7 月 26 日 （ケー
ス 2 ： 図

5 ）で は、観測点 8 までは海風の 都市暑熱環境緩

和効果が現 れ気温 がほぼ一定 となっ てお り、海風

が十分到達 し て い ない 観測点 9 が高温 となっ て い

る。海風 遡上 パ タ
ー

ン の 違い が河川 沿 い の 気温 分

布 の 形成に及 ぼす影響が異なるもの と考 え られ る。
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5．結 論

　名古屋市の堀川を遡上する海風の 実態を把握す

る こ とを目的 として、2004年の 夏季に気温 、 湿 度、

風 向風速等の 定点観測を行 っ た 。そ の 結果 、風 向

風速の 経時変動か ら、 1 ）海風 が比較的長時間を

か けて 遡上 し 、比較的上 流ま で 海風 が到達す る、

2）海風 が比較的短時間に遡 上 し 、 比較的遡 上距

離が短 い 、とい う2 っ の海風遡上 パ ターン が認 め

らた。そ して 、それ ぞれ の パ タ
ー

ン に よ っ て河川

沿 い に形 成 され る気温分布 が異なる こ とを明 らか

に し た 。
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5 ）成田健

一
他 ； 目本建築学会 計画系諭文転告集，第545号，叩 ．71−78，2001J

6 ）橋 本剛他 ： 日本建築学会計画系論文穀 告集，第545号，pp．65−70，20D1．7
7 ）向 井愛他 ： 日本建築学会計酊 系 論文 報告集，第553号，pp．37−4t，2DD2．3
8 ）橋本剛他 ：日本建築学会環境系論文韓告集，第571号 ，pp．27−35，2DD3．9
9 ） 菊池 信 他 ；日本 建 築学会 学術講演梗概集，D−1，　pp．617−618，2  ．9
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